
編

集

後

記

最
新
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

こ
の
四
月
に
、

こ
れ
ま
で
学
会
事
務
を

担
当
さ
れ
て
い
た
松
尾
肇
子
先
生

と
大
橋
崇
行
先
生
と
が
、
本
学
を
御

退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
情

に
よ

っ
て
、
急
遽
、
事
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、

執
筆
者
の
先
生
方

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
何
と
か

北
出
先
生
と
協
力
し
て
、
雑
誌
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
ほ

っ
と

し
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会
も
、

今
後
の
あ
り
方
を
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
さ
し
か
か

っ
て
い

ま
す
。
学
会
員
の
先
生
方
に
は
、
ご
忌
揮
の
な
い
ご
意
見
を
頂
き
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。

(加
)

東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文

化

第
二
十
号

(通
巻
第
七
十
九
号
)

令
和

三

年

三

月
二
十
日

印
刷

令
和

三

年

三

月
三
十
日

発
行

非
売
品

編

集

名
古
屋
市
天
白
区
中
平
二
丁
目
九
〇

一
番
地

発

行

東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会

代

表

大

場

厚

志

電

話

(〇
五二
)
八
〇

一
-

一
二
〇

一

振

替

○
〇
八
三
〇
ー
五
-
二
九
三

一
二

印
刷
所

豊
橋
市
下
地
町
字
宮
腰
二
四

㈲

イ

シ

グ

ロ

高

速

印

刷


